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研究成果の概要（和文）：実験モデルとしてE.coli等の8菌種をFBSに懸濁、滅菌ガーゼに散布し培養、揮発性物質分析
を行ったところ検出パターンは菌毎に異なっていた。次に広範囲重症熱傷患者18名の病棟環境および熱傷創被覆ガーゼ
の揮発性物質分析を行った。環境アンモニア濃度は創部デブリードマンおよび皮膚移植時に増加し、創閉鎖後に減少し
た。死亡例では高濃度が維持された。一方、熱傷創被覆ガーゼの揮発性物質分析ではアソシエーション解析にてヒト由
来成分と細菌由来成分を分離し、再解析したところ属の判別は可能であった。しかしながら検討症例が少なく、種の同
定には、同種内バリエーションの検討等、更なる検討が必要である。

研究成果の概要（英文）：In experimental model of volatile material analysis was done using 8 species 
bacteria such as MDRP, MDRA and others. Each bacterium has its own detection pattern of volatile 
materials. In results of volatile material analysis in 18 cases of severe burn patients, environmental 
ammonia concentration were correlated closely with clinical course of burn wound condition that ammonia 
concentration were increased in debridement and skin plantation, and decreased in wound closure. On the 
other hand, fatal cases were kept high. In analysis of wound gauze, volatile materials were able to 
separate human and bacterial source using by association rule. Volatile material analysis could 
distinguish genus of bacteria. However, large number of examinations must be done for decision of 
bacterial species.

研究分野： 救急医学

キーワード： 広範囲重症熱傷　揮発性物質分析　環境揮発性物質　細菌同定　アンモニア　アソシエーションルール
　多剤耐性アシネトバクター　多剤耐性緑膿菌

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

広範囲重症熱傷患者における創感染の抑

制は、患者の予後改善に非常に重要である。

起因菌の同定は培養法にて行われるが、30%

／回程度であり、高くはない。一方、創感

染により臭気が発生する。臭気は細菌が蛋

白質、脂肪酸を分解することにより発生し、

菌種特異性が高く、その成分分析により細

菌同定も実際に行われている。 

２．研究の目的 

本研究では、この臭気に着目し、我々が、

独自に開発した、皮膚ガス測定用装置

（passive flax sampler: PFS、皮膚表面に

1時間取り付け、PFS と皮膚の間の空間を拡

散するガス分子を捕集剤に捕捉、被検物質

を抽出し、定量分析する）の技術を応用し、

患者周辺環境の揮発性ガスを補足、分析す

ることにより、創部感染を引き起こしてい

る起因菌を定性的に同定し、かつ、経時的

に観察することにより、広範囲重症熱傷患

者における創感染の定性的起因菌経時モニ

タリングシステムシステムを開発すること

にある。 

３．研究の方法 

平成 25 年度：1)in vitro で緑膿菌、黄色

ブドウ球菌、アシネトバクターの純培養下

での揮発性ガスを PFS により吸着し、ガス

クロマトグラフィー分析により、同定法（同

定物質の特定）を確立する。2) in vitro

で混合感染環境下での揮発性ガスを PFS 吸

着、ガスクロマトグラフィー分析により、

混合培養下における 3菌種の検出法を確立

する。 

平成 26 年度：1)重症熱傷センターにおいて

PFS による至適環境臭気吸着条件を検討す

る（吸着時間、患者からの距離、PFS 形状

等）。2) PFS にて吸着した環境臭気（重症

熱傷センター）から緑膿菌、黄色ブドウ球

菌、アシネトバクターの分離検出と創培養

を比較検討する。 

平成 27 年度：1)PFS による環境臭気経時的

モニタリングを行い、揮発ガスの経時動態

を明らかにし、創部清潔度、至適包交等に

ついて検討する。 

４．研究成果 

実験モデルとしてE.coli等の8菌種をFBS

に懸濁、滅菌ガーゼに散布し培養、揮発性

物質分析を行ったところ検出パターンは菌

毎に異なっていた。次に広範囲重症熱傷患

者 18 名の病棟環境および熱傷創被覆ガー

ゼの揮発性物質分析を行った。環境アンモ

ニア濃度は創部デブリードマンおよび皮膚

移植時に増加し、創閉鎖後に減少した。死

亡例では高濃度が維持された。一方、熱傷

創被覆ガーゼの揮発性物質分析ではアソシ

エーション解析にてヒト由来成分と細菌由

来成分を分離し、再解析したところ属の判

別は可能であった。しかしながら検討症例

が少なく、種の同定には、同種内バリエー

ションの検討等、更なる検討が必要である。 
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